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「反応現象のＸ線ピンポイント構造計測」 

 

１．研究実施の概要 

本CRESTプロジェクトの目的は、第三世代放射光を用いたＸ線ピンポイント構造計測装

置を構築し、物質現象の解明と応用に資する新しい構造ダイナミクス・構造プロセス計測

技術を提供することです。ここで言う「ピンポイント」とは、 

１）空間的に限られた領域 

２）時間的に限られた領域 

３）デバイスの動作状態でのその場観察を含む様々な環境下 

を意味します。そして、具体的な測定例を通じて、Ｘ線ピンポイント構造計測装置の有用

性を実証します。 

プロジェクトの開始年度である平成16年度は、「Ｘ線ピンポイント構造計測装置」の建

設を最優先課題としました。まず、BL40XUビームラインにＸ線ピンポイント構造計測用の

専用ハッチの設計・建設を行いました。また、高田・木村・田中・守友・鳥海の五研究グ

ループが集まり（2月25日、JASRI中央管理等3Fセミナー室）、「Ｘ線ピンポイント構造計

測装置」の基本仕様を決定しました。平成17年度には、「Ｘ線ピンポイント構造計測装

置」の主要部分とフェムト秒レーザーを導入する予定です。平成17年度のマシンタイムを

利用して、装置の立ち上げと基礎データーの収集を行います。 

 

２．研究実施体制 

高田研究グループ 

① 研究分担グループ長：高田 昌樹（（財）高輝度光科学研究センター「ピンポイ

ント構造計測グループ」総合計測システム開発・デバイス応用チーム、TL） 

② 研究項目：Ｘ線ピンポイント構造計測ハッチの建築 

 

木村研究グループ 

① 研究分担グループ長：木村  滋（（財）高輝度光科学研究センター「ピンポイン

ト構造計測グループ」計測技術開発チーム、TL） 

② 研究項目：精密回折系の仕様作成 
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田中研究グループ 

① 研究分担グループ長：田中 義人（（財）高輝度光科学研究センター「ピンポイ

ント構造計測グループ」計測技術開発チーム） 

② 研究項目：フェムト秒パルスの発生と同期技術の開発 

 

守友研究グループ 

① 研究分担グループ長：守友  浩（（財）高輝度光科学研究センター「ピンポイン

ト構造計測グループ」時間分解構造解析チーム、TL） 

② 研究項目：極限環境下での計測技術の開発 

 

鳥海研究グループ 

① 研究分担グループ長：鳥海 幸四郎（（財）高輝度光科学研究センター「ピンポ

イント構造計測グループ」時間分解構造解析チーム） 

② 研究項目：微小空間での計測技術の開発 
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